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第5章 河川整備の実施に関する事項 

第1節 河川工事の目的、種類及び施行の場所並びに当該河川工事の施行により設置される河川管

理施設の機能の概要 

河道掘削等河川整備における調査，計画，設計，施工，維持管理等の実施にあたっては，

河川全体の自然の営みや歴史・文化との調和にも配慮し，阿賀川および阿賀野川が本来有し

ている動植物の生息・生育環境及び河川景観を保全創出する多自然川づくりを基本として行

います。 

 

1.洪水による災害の防止又は軽減 

1.1 河道の流下能力の向上 

ア 阿賀川 

河川整備計画の河道整備目標流量を計画高水位（H.W.L）以下で流下させることのできな

い区間においては、河道の流下能力向上対策として、下流狭窄部改修、堤防の嵩上
か さ あ

げ・拡幅

等の堤防整備を実施します。下流狭窄部改修や堤防の整備を実施しても、河道整備目標流量

流下時の水位が計画高水位（H.W.L）を超過する区間については、河道掘削及び樹木伐採を

実施します。 

河道改修の実施にあたっては、河川環境を大きく改変しないよう、環境アドバイザーの助

言・指導のもと、河道の維持及び動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮しながら進めていき

ます。 

 

（1）堤防の整備（弱小堤対策） 

宮古橋下流区間では、堤防の高さや幅が基準に満たない未完成の堤防が残っており、洪水

による破堤等の危険があるため、堤防の高さや幅等の堤防整備を行います。 

 

※平成 27 年度末時点 

図 5.1 堤防の整備区間（阿賀川） 
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図 5.2 堤防整備の方法 

 

（2）下流狭窄部改修 

阿賀川下流部は、長井・泡の巻・津尻の 3 地区が連続する狭窄部となっており、出水時に

は 5.0k より上流の有堤区間の水位上昇に影響を及ぼします。このため、昭和 58 年度から事

業を着手し、水位低下量とコストの面等から、最も効果的な施工順序として、泡の巻地区、

津尻地区、長井地区の順番に改修を進めてきました。泡の巻地区及び津尻地区は完成しまし

たが、長井地区が未改修となっています。そこで、長井地区では、狭窄部を解消するため、

引き続き河道の拡幅を行います。 
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宮古地区 阿賀川左岸 11.4k の状況 

堤防嵩上

げ 

堤防拡幅 

計画堤防断面 

現況断面 

 

阿賀川 

幅不足 

図 5.3 主な改修箇所のイメージ図（2.4k 付近） 

掘削 阿賀川本川 2.4km 付近 
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（3）支川合流点処理（濁川
にごりかわ

） 

濁川との合流点付近では県管理区間の改修状

況と調整しながら、河道掘削を行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

（4）河道掘削及び樹木伐採 

日橋川合流前の阿賀川上流部では、河道の断面積不足により流下能力が低下しています。

河道の断面を確保するために、河道掘削及び樹木伐採を行います。 

河道掘削の際には、河床材料や底質、水生生物の生息・繁殖環境の変化を最小限に留める

等、平水時の河川環境を大きく改変しないよう、河岸の自然環境に十分配慮します。 

阿賀川は、元来出水等により流路が移動し、河道内の樹木や草本類が適度に攪乱されるこ

とで広い礫河原を再生し、阿賀川らしい特徴的な自然環境を創出しています。河道内の樹木

を伐採し管理することは、治水面の効果だけでなく、本来の阿賀川の川らしい環境の保全に

も繋がります。 

 

図 5.4 河道掘削・樹木伐採区間 

 

濁川 

写真 5.1 濁川合流点 
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イ 阿賀野川 

河川整備計画の河道整備目標流量を計画高水位（H.W.L.）以下で流下させることができな

い区間においては、河道の流下能力向上対策として、築堤及び堤防の嵩上げ・拡幅等の堤防

整備を実施します。堤防整備を実施しても河道整備目標流量時の水位が計画高水位（H.W.L.）

を超過する区間については樹木伐採を実施します。さらに、樹木伐採を実施しても河道断面

積が不足している箇所付近においては河道掘削を実施します。 

また、実施にあたっては、モニタリング等の調査を行うとともに必要に応じて学識経験者

等の意見を聴きながら、河道の維持及び動植物の生息・生育・繁殖環境に配慮し、段階的に

実施します。施工時期、施工方法等については、河川環境に与える影響が極力少なくなるよ

うに決定し、改修によって発生した河川砂利以外の土砂等については、堤防の補強に利用す

るなど、有効活用を図ります。なお、河道掘削の範囲や計画横断形状は、自然条件によって

変化することがあり、必要に応じて変更することがあります。 

 

（1）堤防の整備（弱小堤対策、築堤等） 

阿賀野川では、堤防の高さや幅が基準に満たない未完成の堤防や、無堤区間が残っており、

洪水が堤防を越える危険があるため、堤防の高さや幅等の堤防整備を進めていきます。 

なお、許可工作物の取り付け部や樋門の前後区間などについては引き続き関係機関と協

議・調整を図り、対策が可能となり次第、順次実施していきます。 

また、JR 羽越本線鉄橋（右岸）の堤防については、断面拡幅を行うとともに、平成 22 年

度に縮小化した開口部についても、関係機関と協議・調整を図り、暫定対策を実施するとと

もに、被害が拡散しないような方策 についても検討していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.5 堤防の整備区間（阿賀野川） 

 

 

 

 

 

 

※平成 27 年度末時点 
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図 5.6 堤防整備の方法 

弱小堤区間（高山、笹堀、馬下、嘉瀬島、小浮、渡場、小松地区） 

弱小堤防の状況（五泉市笹堀地区）
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（2）河道掘削及び樹木伐採 

新横雲橋より上流区間では、河積の不足や樹木の繁茂によって流下能力が不足しているこ

とから、河道掘削及び樹木伐採を行います。 

河道掘削にあたっては、河床材料や底質、水生生物の生息・繁殖環境の変化を最小限に留

める等、平水時の河川環境を大きく改変しないよう、河岸の自然環境に十分配慮します。 

樹林化が進む阿賀野川の中上流域は、出水による攪乱の繰り返しにより砂礫河原が形成さ

れるなど元来樹木が大きく成長できない環境にあり、森や草原では見られない河川特有の生

物群集が生息・生育しています。河道内の樹木を伐採し管理することは、治水面に効果があ

るばかりではなく、本来の阿賀野川の川らしい環境の保全にも繋がります。 

平成 21～22 年度に樹木伐採を行った中新田地区では、樹木伐採箇所にミズワラビ、ホソ

バイヌタデ、タコノアシ、ミズマツバなどの湿生植物が多数確認されています。 

 

図 5.7 河道掘削・樹木伐採区間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.8 主要な改修箇所のイメージ（中新田地区 右岸 18.4k） 
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1.2 堤防の浸透対策 

長大かつ歴史的経緯の中で建設された土木構造物である堤防は、治水の基幹をなす構造物

です。一方で、内部構造が不明確なこともあり、構造物としての信頼性が必ずしも高くない

場合があります。そのため、これまでの量的整備に加えて、堤防の浸透に対する詳細点検や

平成 24 年 7 月九州豪雨災害の堤防決壊・越水被害等を受けて実施した緊急点検等を行って

きました。安全性が確保されない堤防については堤防の質的整備を検討し、背後地の人口・

資産等を踏まえ、必要に応じて実施時期の見直しも行いながら強化対策を実施し、質・量と

もに安全性を確保した堤防整備を進めていきます。 

阿賀川では、堤防の整備（嵩上げ、拡幅）が必要な箇所では同時に整備を進めることとし、

その他の箇所については安全性を評価したうえで洪水により甚大な被害が発生すると予想さ

れる区間を優先的に整備します。 

阿賀野川では、堤防詳細点検結果等を考慮しながら甚大な被害が発生すると予想される区

間から優先的に整備します。 

なお、対策工の選定にあたっては、浸透に対する堤防詳細点検結果等から、浸透に対する

問題点を明確にしたうえで、土質条件や外力条件、被災の履歴等を勘案し、総合的に判断し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.9 浸透対策工法の例 
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【阿賀川】 

 

 

【阿賀野川】 

 

 

図 5.10 堤防の浸透対策区間（堤防の詳細点検結果より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 3 月現在 

平成 27 年 3 月現在 
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1.3 横断工作物の改築 

ア 阿賀川 

湯川 2.0k に位置する洗堰は、洪水

時に上流でせき上げを及ぼしている

ことから、平成 25 年度に可動堰へ

改築を行いました。引き続き、可動

堰上流の河道掘削を行い、洪水時の

水位上昇を解消します。 

 

 

図 5.11 水位縦断図（計画高水量流下時） 

 

 

 

 

2.05

新
柳
原
橋

柳
原
橋

洗
堰

烏
橋

J
R
湯
川
橋
梁

川
原
町
橋

湯
川
橋

洗
堰

（
改
築
後

）

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

1
.4

1
.6

1
.8

2
.0

2
.2

2
.4

2
.6

2
.8

3
.0

3
.2

3
.4

3
.6

距離標 （ｋｍ）

標
高

（
T
.P

.m
）

計画高水位

現況河道

洗堰改築+河道掘削

最大1.2mの
水位低下



第 5 章 河川整備の実施に関する事項 

 144 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.12 湯川可動堰と堰上流の河道掘削のイメージ 
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イ 阿賀野川 

河道の安定等を目的として設置されている渡場床固は、老朽化と下流河床の局所洗掘が著

しく構造的に不安定であるとともに、敷高が高く流下能力が不足しています。このため今後

適切な対応方法を検討し、必要に応じて改築等の対策を実施します。 

横断工作物のうち、径間長や桁下高不足等、洪水の安全な流下に支障となる橋梁について

は、引き続き、施設管理者と改善等の調整を図ります。 

なお、JR 羽越本線阿賀野川橋梁の抜本的な対策については、鉄道事業者と協議を行い、対

策工を検討します。 

 

写真 5.2 渡場床固 
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写真 5.3 JR 羽越本線阿賀野川橋梁 
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1.4 水衝部対策 

ア 阿賀川 

洗掘や侵食に対する堤防や護岸等の安全性が不足する箇所について、護岸の根継ぎ工、根

固め対策を実施します。 

水衝部の原因となっている樹木群が発達している箇所や、砂州の固定により河床洗掘、侵

食が進行している箇所については、河道掘削・整正、樹木伐採を行い、流向を制御すること

で堤防や護岸付近の河床洗掘や侵食を抑制します。 

また、モニタリング調査により、洗掘や侵食に対する堤防や護岸等の安全性が不足してい

る箇所が確認された場合は、環境事業や維持と連携を図りつつ、対策を実施します。 

偏流の発生

洗掘の
進行

樹木伐採

河道整正

根固工
護岸の根継ぎ

対策の
実施

対策前 対策後
 

図 5.13 水衝部対策の例（会津若松市飯寺
にいでら

地先） 
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イ 阿賀野川 

水衝部対策として、灰塚地区では主としてベーン工を、横越地区では主として深掘れ箇所

の埋め戻しと低水護岸工、水制工を整備し、それぞれ概成しています。深掘れの状態や対策

工の効果を確認するため、モニタリングを継続し、状態に応じて必要な対策を実施します。 

中新田地区については、現在は暫定対策となっています。今後は河床の状態のモニタリン

グ調査を継続し、安全性を評価したうえで必要に応じて水衝部対策を実施します。 

小杉地区については、モニタリングにより深掘れの進行が確認され、対策が必要となって

います。今後は河床の状態のモニタリング調査を継続するとともに、適切な対策を実施しま

す。 

その他地区において、モニタリングにより深掘れや侵食に対し堤防や護岸の安全性が不足

する箇所が確認された場合は、護岸の根継ぎ工、根固め対策など状態に応じて必要な対策を

実施します。 

 

図 5.14 水衝部位置図 
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1.5 大規模地震への対応（河川管理施設の耐震対策）（阿賀野川下流部） 

近年、頻発している大規模地震に鑑
かんが

み、現在から将来にわたって考えられる最大級の強さ

を持つ地震動が発生した場合でも、津波等による浸水被害を生じさせないよう堤防の破壊を

最小限に止める必要があります。このため、東北地方太平洋沖地震後の河川堤防の耐震対策

に関する技術的知見も踏まえた地震等に対する堤防の耐震性能を照査し、安全性が確保され

ない堤防については、背後地の人口・資産等を踏まえ、耐震補強などの必要な対策を実施し

ます。また、地震後の洪水や津波における被害状況、社会状況等を検証し、その影響の程度

が著しい河川管理施設についても必要な対策を実施します。 

 

1.6 内水対策 

内水による浸水被害の恐れがある地域において、既設の排水機場を適正に運用するととも

に、配備されている排水ポンプ車を効率的に運用し、内水被害の軽減に努めます。また、地

域の被害実態や河道の整備状況等を踏まえ、必要に応じて関係自治体と連携し、内水被害軽

減対策を実施します。 

なお、阿賀川では、下流狭窄部を改修し本川の水位を低下させることで、支川の内水被害

の軽減に努めます。 

  

写真 5.4 排水ポンプ車操作訓練       写真 5.5 太田川排水機場付近 

 

1.7 既存施設の有効活用等 

阿賀野川水系河川整備基本方針では、河道で処理できない流量については、既存施設の有

効活用、操作ルールの変更など整備・管理の高度化・効率化を図り、流域内の洪水調節施設

による洪水調節を行うこととしています。 

また、平成 23 年 7 月 30 日に発生した新潟・福島豪雨災害のような、記録的な集中豪雨に

よる災害が全国的に多発している現状を踏まえ、大規模洪水に対する具体的な対策について

引き続き検討を行い、必要な施設の整備を実施していきます。 

 

1.8 減災への取組み 

整備途中段階での施設能力以上の洪水や整備計画規模以上の洪水が発生し、氾濫した場合

においても、被害を最小限にとどめるための方策や、大規模な災害の発生を想定した被害軽

減対策について検討し、ハード対策とソフト対策を一体的・計画的に推進します。 

また、残りの水衝部対策及び既存施設の有効活用については、モニタリングや調査検討を

行い、必要に応じて整備を進めることとします。 
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2.流水の適正な利用及び正常な機能の維持 

2.1 河川整備基本方針における流水の正常な機能を維持するため必要な流量※ 

阿賀野川水系は、流域が大きく多くの流入支川や水利用があり、河川に必要な流量を縦断

的、時期的に的確に管理するため、複数地点での低水管理が必要です。このため、阿賀野川

水系河川整備基本方針では、流水の正常な機能を維持するため必要な流量について以下のよ

うに検討・設定しています。 

流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定に関する基準地点は、下表のとおり河

川特性や水文資料の整備状況等を勘案して｢宮古｣、｢阿賀野川頭首工上流｣の 2 地点としてい

ます。 

表 5.1 基準地点の設定理由 

河川名 地点名 設定理由 

阿賀川 宮古 

・ 阿賀川の主要支川である宮川等の支川合流による流況の

変化が把握でき、大規模取水の取水後に位置し、流量の

管理・監視が行いやすい地点 

・ 過去の水文資料が十分に備わっている地点 

阿賀野川 
阿賀野川 

頭首工上流 

・ 阿賀野川の流況を代表でき、流量の管理・監視が行いや

すい地点 

・ 過去の水文資料が十分に備わっている地点 

 

流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、第 3 章 第 2 節の『1. 水利用の

現状』で示した水利使用や『2. 流水の現状』で示した河川流況、表 5.3、表 5.4 に示す当該

項目毎に必要な流量を総合的に考慮し、表 5.2 に示すとおり設定しています。 

 

表 5.2 基準地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量の検討総括表 

河川名 地点名 
流水の正常な機能を維持するため必要な流量（m3/s） 

かんがい期 非かんがい期 

阿賀川 宮古 概ね   3 概ね 7 

阿賀野川 
阿賀野川 

頭首工上流 
概ね 110 概ね 77 

 

※ 流水の正常な機能を維持するため必要な流量：本来河川が持っている機能（舟運、漁業、観光、塩害防止、河口閉塞の防止、

河川管理施設の保護、地下水の維持、動植物の保護、流水の清潔の保持、既得用水等の安定取水）を正常に維持するために

必要な流量のこと。 
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ア 阿賀川 

【宮古地点】 

宮古地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、水利使用、河

川流況を勘案し、「動植物の生息地又は生育地の状況及び漁業」、「景観」、「流水の清潔の保持」

等の各項目についてそれぞれ検討しました。 

その結果、各項目の宮古地点における必要流量は表 5.3 のとおり「動植物の生息地又は生

育地の状況及び漁業」については、かんがい期 3.0m3/s、非かんがい期 7.2m3/s、「景観」に

ついては、かんがい期 2.6m3/s、非かんがい期 2.6m3/s、「流水の清潔の保持」については、

かんがい期 3.0m3/s、非かんがい期 5.8m3/s となりました。 

かんがい期、非かんがい期それぞれについての必要流量の最大値は、かんがい期 3.0m3/s、

非かんがい期 7.2m3/s であり、このことから正常流量を宮古地点において、かんがい期は概

ね 3m3/s、非かんがい期は概ね 7m3/s と決定しました。 

 

表 5.3 正常な機能を維持するため必要な流量の検討（宮古） 

かんがい期（5～9月）

区間 維持流量

動植物の生息地又は生育地の状況及び
漁業

日橋川合流点～
宮古

3.0 3.0 ウケクチウグイ・ウグイ・ニゴイの産卵に必要な流量

景観
宮古～

沢川合流点下流
1.6 2.6

フォトモンタージュによるアンケート調査結果から、過半数の
人が許容する眺望を得られる流量

流水の清潔の保持
長井橋下流～
日橋川合流点

9.3 3.0
渇水流量時における流出負荷量に対して、環境基準の2倍
値を達成するため必要な流量

舟運 - - - 確保すべき舟運はない

塩害の防止 - - - 感潮区間にあたらない

河口閉塞の防止 - - - 河口閉塞の実績はない

河川管理施設の保護 - - - 対象となる河川施設等はない

地下水位の維持 - - - 渇水時に地下水の取水障害はない

非かんがい期（10月～4月）

区間 維持流量

動植物の生息地又は生育地の状況及び
漁業

沢川合流点下流～
馬越頭首工

1.7 7.2 ウケクチウグイ・ウグイ・アカザの産卵に必要な流量

景観
宮古～

沢川合流点下流
1.6 2.6

フォトモンタージュによるアンケート調査結果から、過半数の
人が許容する眺望を得られる流量

流水の清潔の保持
沢川合流点下流～

馬越頭首工
0.3 5.8

渇水流量時における流出負荷量に対して、環境基準の2倍
値を達成するため必要な流量

舟運 - - - 確保すべき舟運はない

塩害の防止 - - - 感潮区間にあたらない

河口閉塞の防止 - - - 河口閉塞の実績はない

河川管理施設の保護 - - - 対象となる河川施設等はない

地下水位の維持 - - - 渇水時に地下水の取水障害はない

宮古地点で必
要な流量

維持流量※
決定根拠等検討項目

検討項目
維持流量※ 宮古地点で必

要な流量
決定根拠等

 
※ 基準地点の流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、流入量や取水量・還元量等の水収支を考慮した上で、区間毎の

維持流量を満たすように設定するが、その際に当該必要流量を支配することとなる区間の維持流量を記載 
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イ 阿賀野川 

【阿賀野川頭首工上流地点】 

阿賀野川頭首工上流地点における流水の正常な機能を維持するため必要な流量については、

水利使用、河川流況を勘案し、「動植物の生息地又は生育地の状況及び漁業」、「景観」、「流水

の清潔の保持」等の各項目についてそれぞれ検討しました。 

その結果、各項目の阿賀野川頭首工上流地点における必要流量は表 5.4 のとおり「動植物

の生息地又は生育地の状況及び漁業」については、かんがい期 108.5m3/s、非かんがい期

77.2m3/s、「景観」については、かんがい期 81.0m3/s、非かんがい期 49.7m3/s、「流水の清潔

の保持」については、かんがい期 85.3m3/s、非かんがい期 45.4m3/s、「舟運」については、

かんがい期 64.4m3/s、非かんがい期 33.2m3/s、「塩害の防止」については、かんがい期

110.4m3/s、非かんがい期 70.5m3/s となりました。 

かんがい期、非かんがい期それぞれについての必要流量の最大値は、かんがい期 110.4m3/s、

非かんがい期 77.2m3/s であり、このことから正常流量を阿賀野川頭首工上流地点において、

かんがい期は概ね 110m3/s、非かんがい期は概ね 77m3/s となりました。 

 

表 5.4 正常な機能を維持するため必要な流量の検討（阿賀野川頭首工上流） 

＜かんがい期（5～9月）＞

区間 維持流量

動植物の生息地又は生育地の状況及び
漁業

沢海床固～
阿賀野川頭首工上流

62.5 108.5
サケ、サクラマスの移動、ウケクチウグイ、ニゴイ、ウグイの
産卵に必要な流量

景観
沢海床固～

阿賀野川頭首工上流
35.0 81.0

フォトモンタージュによるアンケート調査結果から、過半数の
人が許容する眺望を得られる流量

流水の清潔の保持
阿賀野川河口～

沢海床固
19.9 85.3

渇水流量時における流出負荷量に対して、環境基準の2倍
値を達成するため必要な流量

舟運
沢海床固～

阿賀野川頭首工上流
18.4 64.4 砂利運搬船の吃水深1.5mを確保するための流量

塩害の防止
阿賀野川河口～

沢海床固
45.0 110.4 上水の取水施設に塩害が生じない流量

河口閉塞の防止 - - - 河口閉塞の実績はない

河川管理施設の保護 - - - 対象となる河川施設等はない

地下水位の維持 - - - 渇水時に地下水の取水障害はない

その他 - - -

＜非かんがい期（10月～4月）＞

区間 維持流量

動植物の生息地又は生育地の状況及び
漁業

沢海床固～
阿賀野川頭首工上流

62.5 77.2
サケ、サクラマスの移動･産卵、ウケクチウグイ、ニゴイ、ウグ
イ、アユの産卵に必要な流量

景観
沢海床固～

阿賀野川頭首工上流
35.0 49.7

フォトモンタージュによるアンケート調査結果から、過半数の
人が許容する眺望を得られる流量

流水の清潔の保持
阿賀野川河口～

沢海床固
19.9 45.4

渇水流量時における流出負荷量に対して、環境基準の2倍
値を達成するため必要な流量

舟運
沢海床固～

阿賀野川頭首工上流
18.4 33.2 砂利運搬船の吃水深1.5mを確保するための流量

塩害の防止
阿賀野川河口～

沢海床固
45.0 70.5 上水の取水施設に塩害が生じない流量

河口閉塞の防止 - - - 河口閉塞の実績はない

河川管理施設の保護 - - - 対象となる河川施設等はない

地下水位の維持 - - - 渇水時に地下水の取水障害はない

その他 - - -

検討項目
維持流量※ 阿賀野川頭首工上流

地点で必要な流量
決定根拠等

検討項目
維持流量※ 阿賀野川頭首工上流

地点で必要な流量
決定根拠等

 

※基準地点の流水の正常な機能を維持するため必要な流量は、流入量や取水量・還元量等の水収支を考慮した上で、区間毎の

維持流量を満たすように設定するが、その際に当該必要流量を支配することとなる区間の維持流量を記載 
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2.2 流水の正常な機能の維持 

ア 阿賀川 

阿賀野川水系河川整備基本方針に基づき、アユをはじめとする動植物の生育、生息や良好

な水質の確保など、流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）は、宮古地

点において、非かんがい期概ね 7m3/s、かんがい期概ね 3m3/s として定められています。水

利用の適正な管理及び広域的・合理的な水利用を図るため、関係機関及び水利用者との調整

を行っていきます。さらに、必要に応じて大川ダムの運用方法を見直し、渇水時の下流河川

への補給、機能強化を図ります。 

 

イ 阿賀野川 

阿賀野川水系河川整備基本方針に基づき、アユをはじめとする動植物の生息、生育や良好

な水質の確保、塩害の防止など、流水の正常な機能を維持するために必要な流量（正常流量）

は、阿賀野川頭首工上流地点において、非かんがい期は概ね 77m3/s、かんがい期は概ね

110m3/s（小阿賀野川への分派量約 15m3/s 含む）としています。 

水利用の適正な管理及び広域的・合理的な水利用を図るため、流況等のモニタリングを行

い、情報提供の実施及び情報伝達体制の整備を進めるとともに、関係機関及び水利用者との

調整を行っていきます。 
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2.3 良好な水質の維持 

ア 阿賀川 

阿賀川、日橋川及び湯川において、定期採水による分析により、流域の水質状況を把握し

ます。また、湯川の水質改善を目指し、平成 11 年度より「水環境整備事業」として汚泥浚

渫、低々水路整備、浄化施設整備、浄化用水導水施設整備を実施しました。今後は、阿賀川

からの浄化用導水を実施するとともに、住民－地元自治体－河川管理者が一体となった事業

展開（住民：美化活動、地元自治体：下水道整備、河川管理者：浄化用水導水）による水質

改善を推進します。 

さらに、水質汚濁の著しい支川等については、水質調査を実施し、必要な対策を講じてい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.15 導水計画の概要 

イ 阿賀野川 

定期採水による分析により、流域の水質状況を把握します。 

また、県、沿川自治体及び地域住民と連携し、水質悪化につながるゴミの不法投棄対策等

の水質保全に向けた取り組みを行います。 

流域全体の社会生活などに起因する富栄養化の原因物質については、流域内での汚濁負荷

削減に向け、関係地方公共団体、下水道等の関係機関との連携を図りその減少に努めます。 

さらに、子供達を対象とした水生生物調査や出前講座などを通じての啓発活動を継続し、

流域住民とともに阿賀野川の水質の維持保全に取り組みます。 

馬越頭首工 

 

 

写真 5.6 湯川水環境協議会 

 

写真 5.7 湯川の水環境を考える市民の会 

 

直
轄
管
理
区
間 

門田幹線用水路 
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3.河川環境の整備と保全 

3.1 工事による環境影響の軽減等 

河川環境に影響を及ぼす工事の実施に際しては、環境アドバイザーの助言・指導のもと、

事前の環境調査に基づく保全措置を検討実施し、事後調査により保全措置の効果を把握し、

工事による環境への影響を軽減するように努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.16 工事の進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施工前 

 

施工後 

 

写真 5.8 日橋川 0.2k の樹木伐採の例 

１．自然環境の把握 

 

２．環境保全措置の検討 

 

工事実施に際して、工事箇所および周

辺の環境を把握する。 

 
河道改変を伴う工事等、河川環境に一

定の影響があると予想される場合、それ

に対する保全措置を検討する。 

 

３．環境保全措置の実施 

 

検討した保全措置を実施。 

 

４．保全措置効果の把握 

 

保全措置が確実に実施されているか、

機能しているか確認する。 

 

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言 

現
地
指
導
等 
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3.2 多自然川づくり 

ア 阿賀川 

（1）多自然川づくりの実施 

礫河原、瀬や淵、細流や湧水箇所など、阿賀川らしい自然環境及び多様な河川景観を保全、

創出する多自然川づくりを行います。 

多自然川づくりにあたっては、可能な限り河川の持つ復元力に配慮した河川整備を行いま

す。なお、河道内の樹木に関しては、自然環境、生態系保全、地域・利用性の考慮の観点か

ら検討を行い、計画的な整備を行うこととします。また、近年減少傾向にある、河道内の湧

水（伏流水）について現状を把握するとともに、湧水環境に依存する陸封型イトヨ等の動植

物の生息･生育状況を把握し、湧水環境を保全するため、必要に応じて調査、対策方法の検討

を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.17 多自然川づくり①（蟹川地区） 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.9 多自然川づくり② 

 

 

 

 

拡大 

 

地下水位 

 

通水孔 

護岸に通水孔を設置して、

地下水の流れを確保 

 

 

      中聖牛             木工沈床            カゴマットと捨石 

                                      （高久地区の護岸）                            
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（2）自然再生事業の推進 

阿賀川は、元来、出水等により流路が移動し、河道内の樹木や草本類が適度に攪乱される

ことで広い礫河原を再生するなど、川自身が河道内の環境を変化させるダイナミズムを有し

ており、それが阿賀川らしい特徴的な自然環境を創出しています。 

例えば、陸域の礫河原では、カワラヨモギなどの適度な攪乱により維持される河原環境に

依存する植物の生息環境となり、瀬はカジカ等の生息場や産卵場となり、淵は、ウケクチウ

グイの重要な生息環境となっています。また、礫河原に網目状に広がった流路や樹林内の細

流により随所で湧水が発生し、陸封型イトヨの生息場を提供するとともに、魚類の格好の避

難場となっています。 

この阿賀川らしさの象徴である礫河原や瀬・淵・ワンドの再生を目指すため、治水、維持

管理と連携を図りつつ、事業を実施していきます。 

具体的には、礫河原の再生には、樹林化した樹木の伐採を行ったあとに、高水敷や砂州の

切り下げ掘削を行います。高水敷の切り下げによって、洪水時に攪乱作用を受けることで、

継続的な礫河原の維持を図るとともに、流路の移動が促進されることにより、瀬・淵・ワン

ドの再生を図ります。 

現存する良好な生息・生育環境については、治水と河川環境との調和を図り、保全に努め

ます。 

また、望ましい阿賀川の姿を目指して、順応的管理手法※により、治水対策や維持管理対

策と一体となって再生に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.18 礫河原の再生イメージ 

 

 

 

 

 

         施工前の河道状況（平成 21 年 5月）     施工後の河道状況（平成 24 年 5月） 

 

 

 

 

 

写真 5.10 礫河原の再生状況（上米塚地区 24.4k 付近） 

 ※順応的管理手法とは、計画時の未来予測の不確実性を考慮し、継続的なモニタリング評価と検証によって、随時計画の見

直しや修正を行いながら管理していく手法。 

 

砂州上の植生が樹林化 

礫河原の消失 

 

 
樹木 

伐採 

 

 
礫河原の再生 

 

 

 

 

 

樹木伐採 

 

 

 

 

礫河原の再生 

高水敷が固定化 

比高差約 2.0m 

河床整正 

樹木伐採 
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イ 阿賀野川 

（1）多自然川づくりの実施 

阿賀野川は、河口・低平地を流れる蛇行区間、コアジサシの繁殖場となる砂礫河原、オオ

ヨシキリの生息場となるヨシ原、アユの産卵場となる瀬やウケクチウグイの生息場となる淵

など、阿賀野川らしい河川環境があり、それに応じた生物が生息・生育していることから、

これら阿賀野川らしい河川環境の保全を図ります。 

堤防整備、河道掘削、樹木伐採等の工事の実施にあたっては、河川水辺の国勢調査等のモ

ニタリング結果や環境アドバイザー等の意見を踏まえつつ、阿賀野川が有している生物の生

息・生育・繁殖環境の保全創出を図る、多自然川づくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.11 多自然川づくりの事例（阿賀野市千唐仁地先） 

 

（2）自然再生事業の推進 

かつて雄大に広がっていた阿賀野川らしい砂礫河原や瀬と淵が交互に連なる河床形態、ワ

ンド等の湿地やヨシ原等の水際湿地、これらの環境に依存する生物の生息・生育環境の保全・

再生を目指し、河川区分毎に目標像を設定し、検討を進めていきます。 

現存する良好な生息・生育環境については、順応的な管理により保全に努め、消失・劣化

した生息・生育環境については、自然の営力を活かしつつ、治水対策や維持管理対策と一体

となって再生に努めます。 

 

木工沈床

植生ブロック（平水位以上）

埋石ブロック（平水位以下）

木工沈床

植生ブロック（平水位以上）

埋石ブロック（平水位以下）

木工沈床に柳が

根付いて成長 

 

水位上昇時の土砂が植生ブ

ロックに堆積し雑草が芽吹く 
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施工前 施工後 

施工前 施工後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.12 現存する阿賀野川の良好な河川環境 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.19 砂礫河原や瀬と淵が交互に連続する河床形態の再生イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.20 ワンド等湿地の再生イメージ 

 

 

上流から望む 下流から望む 

砂礫河原（新安田橋付近） 

ワンド（23.5k 付近左岸） 
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第 4 回阿賀野川自然再生モニタリング検討会資料 自然再生計画書（案）より抜粋（上図：p.4-4 下図：p.4-1） 

図 5.21 自然再生の進め方 
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3.3 魚類の移動の連続性の確保 

阿賀野川水系には、海と川を行き来するアユやサケ、川と水田を行き来するドジョウなど

の魚類が確認されています。これらの生息環境は、流況や河床の状況に加え、上下流の移動

の連続性、本川と支川・水路との連続性の確保が必要です。 

 

阿賀野川では、魚類等の生息・生育・繁殖環境を確保していくため、現在、アユ・サケの遡上
そじょう

が困難となっている小阿賀樋門については、魚類の移動の連続性を確保するよう検討します。 

また、現在有効に機能している魚道についても、今後の河川水辺の国勢調査の結果等から

遡上障害が懸念された場合には、必要に応じて環境調査を実施し改善措置を図ります。 

なお、阿賀川および阿賀野川と流域の水路の連続性については、河川整備計画を推進して

いく中で関係機関と調整・連携し、排水樋管の改築時に併せて樋管落差を解消し河川と水路

の連続性を確保するとともに、水路と水田間の落差の解消等を図り、水域を行き交う生物の

生息環境の保全・改善に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.13 小阿賀樋門 
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3.4 景観に配慮した河川整備 

阿賀川の中・上流部は会津盆地中央を流れる扇状地河川であり、広い河川敷には礫河原や

網目状に流れる流路が形成され、遠景の山並みと相まって、阿賀川独特の自然景観を呈して

います。 

阿賀野川は、河口部は広大な水面が広がる中、ヨシ原、砂州が分布し、下流部は遠景に山

並みを望む中を緩やかに流れ、上流部では砂礫河原が広がるなど、特徴的な景観を呈してい

ます。 

河川工事による景観の改変を極力小さくし、阿賀川・阿賀野川らしい景観の保全に努めま

す。 

また、景観が観光資源として寄与するよう、関連自治体等と連携しながら、良好な景観を

眺める視点場等の整備を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白鳥たちの憩い              早春の昼下がり 

写真 5.14 阿賀野川八景 
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3.5 人と川とのふれあいの場の整備 

ア 阿賀川 

国道 49 号と阿賀川が交差する宮古橋の右岸側には、｢人の駅、川の駅、道の駅｣拠点整備

の構想を基に、防災拠点等の整備を進め、平成 26 年 10 月にかわまちづくり事業・河川防災

ステーションと一体となった道の駅あいづ湯川・会津坂下が完成しました。今後は、平時の

地域の交流の場や重要な観光資源として寄与するように、関連機関と連携しながら有効的に

活用してまいります。 

 

 

 

 

あいづ物産館 

 

 

湯川村新米まつり＆人・川・道の駅ふれあいフェスタ 

 

写真 5.15 人・川・道の駅 利用状況 
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イ 阿賀野川 

阿賀野川では、花火大会等のイベントが開催され、水辺の楽校の整備や新潟市と連携した

「阿賀野川フラワーライン」が実施されるなど、人と川とのふれあいの場として活用されて

います。 

「阿賀野川フラワーライン」整備事業は、雄大な阿賀野川を背景にした市民の安らぎの場

となる親水空間の創出と利用者のニーズに対応した水辺の形成に向け、横越地区において、

堤防強化盛土や親水護岸、防災船着場等の環境整備事業を実施しました。 

阿賀野川の河川空間を地域の人々が憩いの場や、総合的な学習における環境教育等の場と

して活用できるよう、阿賀野川の自然を活かした水辺を整備し、人と川とのふれあいの場を

整備します。 

また、阿賀野川の河口部付近、砂礫河原の広がる区間、早出川などでは、関係自治体等と

連携し、人と川とのふれあいの場の創出を検討し、実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

舟下り              フットサル大会 

写真 5.16 イベント時の写真 
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3.6 水上ネットワークに関する整備 

阿賀野川の阿賀野川床止め公園から大阿賀橋上流にかけて、花や水辺に親しむ空間として、

「阿賀野川フラワーライン」とタイアップして、船着場など環境整備事業を行いました。 

また、かつて阿賀野川で栄えた舟運は現在では衰退していますが、阿賀野川に設置された

床固などの横断構造物、河口に発達した砂州によって、水上ネットワークも分断されている

状況です。 

このため地元ニーズを把握しつつ、関係自治体等と連携して、阿賀野川と流域の街を結び、

かつての舟運の歴史を感じられる賑わいの場のとして、地域活性化や観光資源の創出に寄与

できるよう、水上ネットワークの調査・検討を行います。 

 

 

写真 5.17 船着場（横越地区） 
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第2節 河川の維持の目的、種類及び施行の場所 

サイクル型維持管理の実施 

阿賀川および阿賀野川の維持管理の実施にあたっては、各河川の河川特性を十分に踏まえ、

「災害の発生の防止」、「流水の正常な機能の維持」、「河川環境の整備と保全」、「河川の適正な

利用」等の観点から洪水時や渇水時だけでなく平常時から阿賀川および阿賀野川の有する機能

が十分発揮できるよう、河川管理上の重点箇所や具体的な維持管理の内容を定めた阿賀野川維

持管理計画（H24.3 策定）に基づき、河川の状態変化の監視、状態の評価、評価結果に基づく

改善を一連のサイクルとした「サイクル型維持管理」により効率的・効果的な管理を実施しま

す。 

また、常に変化する河川の状態を測量・点検等で適切に監視し、その結果を河川カルテとし

て記録・保存し、河川管理の基礎データとして活用します。併せて自然環境との調和、関係機

関や地域住民等との連携を強化していきます｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.22 サイクル型維持管理計画のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイクル型維持管理計画のイメージ

維持管理計画
・各河川の規模や特性に応じて
維持管理計画を作成

評 価
【データから状態を評価】

監 視
【データの取得とストック】

・河川巡視、施設点検、流量

観測、測量等

→ 河川カルテ（ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化）

改 善
【監視、評価に基づき改善】

・河道管理（樹木伐採 等）

・堤防、護岸管理（補修 等）

・施設管理（補修・更新 等）

地域社会

協働実施
情報共有
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1. 河川の維持管理 

1.1 河川の巡視・点検、調査 

1) 河川の巡視・点検 

洪水時に堤防等の河川管理施設がその機能を発揮するためには、その状態を常に把握し適

切に管理する必要があります。また、治水に関する施設に限らず、土地や河川水の利用状況、

許可工作物の状況など、河川管理区域が適正に利用されているかどうかを日頃から監視する

必要があります。 

このため、いつ発生するかわからない洪水に備え一定の間隔で日常的な巡視を行います。

また、河川管理施設の異常や不法行為を発見するための河川の巡視や点検を実施します。 

さらに、水防管理団体と合同巡視を実施することで、重要水防箇所の周知徹底を図るとと

もに、関係市町村及び関係水防管理団体等の関係機関と、水防に必要な情報共有を行います。 

 

表 5.5 河川巡視の巡視内容 

名称 巡視内容 

平常時巡視 

川の維持管理の状況把握 

流水の占有の状況把握 

流水の縦断的連続性の状況把握 

土地の占有の状況把握 

工作物の新築、移築及び状況把握 

不法占用・不法使用者への注意・指導など 

 

  

写真 5.18 河川巡視の様子   写真 5.19 合同巡視の様子 
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2) 河川流域の調査 

河川管理を適切に実施するためには、河川流域の状態を適切に把握することが必要です。

このため、阿賀川および阿賀野川の河川特性を踏まえた河川調査を継続的・重点的に実施す

るとともに今後の維持管理に活用します。 

 

河道状況の把握 

河道の形状は流下能力や施設の機能に大きな影響を与えるため、その状況を把握すること

は非常に重要です。河床形状の経年変化や異常箇所について適切に把握するために、縦横断

測量や平面測量、斜め写真撮影、河床材料調査等を各々の目的に応じ適切な時期に実施しま

す。また、日常の河川巡視から河道の流下能力に影響を与える変状が見られる箇所について

は、土砂堆積調査など必要に応じた調査を実施します。 
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図 5.23 横断形状経年変化 

 

水文観測 

渇水状況や洪水の規模等を適切に把握するため、現在、雨量、水位・流量観測などの水文

観測は合計 69 地点で行っています。 

今後もこれらの水文観測を継続していくとともに、常に正確な観測値が得られるよう、水

文観測所の点検を適切に実施していきます。 

 

表 5.6 水文観測所の数 

 雨量 
水位 

（流量観測所含む） 
合計 

阿賀川 19 24（22） 43 

阿賀野川 10 16（5） 26 

合計 29 40 69 
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洪水後（洪水時）の状況把握 

大規模な洪水が発生した場合、河川管理施設に対して大きな影響を与え、施設の機能が低

下することがあるため、その変状を把握する必要があります。このため洪水後には、施設の

巡視や堤防漏水調査など、必要に応じた調査を実施します。 

また、大規模洪水による河道の変化は非常に大きく、その水理量や河道変動の状況は、今

後の洪水による災害の発生防止や河川環境の整備と保全といった河道計画の資料となります。

このため、洪水が発生した場合には、空中写真撮影や測量などを実施します。 

 

 

  

写真 5.20 洪水による河口砂州の変化 

 

水質調査の継続実施等 

阿賀川および阿賀野川の水質は環境基準を概ね満足し、良好な状態にあることから、引き

続き定期的に水質を把握するとともに、地域住民、関係機関等と連携を図り、現状の水質の

維持に努めます。 

また、水質事故等の緊急時に迅速に対応するため、水質自動監視装置や河川巡視員等によ

る監視の徹底に努めるとともに、万一の水質異常発生時には、関係機関と連携し、被害の拡

大防止に努めます。 

表 5.7 水質観測所の数 

 
水質 

（自動監視装置を含む） 

阿賀川 5 

阿賀野川 4 

合計 9 

 

 

■洪水後(洪水時)に実施する代表的な調査項目 

 ・空中写真撮影  ・洪水痕跡調査  ・河床材料調査 

 ・横断測量  ・植生の倒伏状況調査 

H21.6 H23.8 
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環境モニタリング 

阿賀川および阿賀野川の現状や経年変化を把握するために「河川水辺の国勢調査」や｢多自

然川づくり追跡調査｣を引き続き実施し、それらのモニタリング調査結果を踏まえた『阿賀川

および阿賀野川固有の河川環境の保全と整備』を推進していきます。 

「多自然川づくり」を実施した箇所や「河川水辺の国勢調査」の調査箇所などにおいてモ

ニタリング調査を行い、阿賀川および阿賀野川の環境の変化を把握していきます。 

 

 

写真 5.21 モニタリング調査の状況（魚類調査の例） 

 

その他河川流域の情報調査 

より効率的、総合的視点による河川管理の実施のため、管理河川に関する情報のみならず、

河川流域内で生じている変化を把握するための情報収集に努め、蓄積を図っていきます。 

 

 

 

 

 



第 5 章 河川整備の実施に関する事項 

 170 

1.2 河道の維持管理 

河道の変動、河岸侵食、護岸、樹木等の変状を早期に把握し、必要に応じて対策を講じま

す。 

 

河口砂州の維持 

河口部の砂州は、渇水時には塩水遡上を防ぐとともに動植物にとって貴重な河川環境を形

成しますが、大きく発達すると洪水時の流下能力を低下させ水位上昇を招き氾濫の原因とな

ることもあり、また航路障害になることもあります。このため、河口砂州の動態をモニタリ

ングし、必要に応じて、供給される土砂量や河川環境等への影響を踏まえながら洪水時にフ

ラッシュされる状態（適切な高さ、開口幅等）を維持するための維持浚渫を実施します。 

 

河道堆積土砂撤去 

洪水により運搬される土砂は、低水路、高水敷、樋門・樋管部に堆積します。これらを放

置すれば、流下能力不足を招き、施設機能に支障を及ぼすこととなるため、適正な河道断面

を確保し、河川管理施設が常に機能を発揮出来るよう河道堆積土砂を撤去します。 

 

写真 5.22 堆積土砂の除去 
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1.3 河川管理施設等の点検・維持管理 

堤防や樋門等の河川管理施設は、洪水を安全に流下させ、流域の人々の生命や財産を守る

ための重要な施設です。そのため、洪水等に対する所要の機能が発揮されるよう定期的に点

検を行い、機能や質の低下を早期に発見し、河川管理上支障がでないよう維持修繕を行いま

す。また、常にコスト縮減を図りながら実施します。 

 

護岸補修 

護岸の損傷を放置した場合、洪水時に護岸が流出し、高水敷及び堤防の侵食に発展、また

は浸透水による漏水が発生するなど、堤防の安全が著しく損なわれる恐れがあります。した

がって、災害発生の未然防止の観点からも、早期に護岸の損傷を発見、調査・評価し、効率

的に補修を実施します。 

 

樹木管理 

阿賀川および阿賀野川における「治水」、「環境」、「阿賀川らしさ、阿賀野川らしさ」の観

点からなる「阿賀川、阿賀野川の望ましい姿」を目指して、樹木群の現状や将来的な変化、

樹木群による効果と課題を踏まえて、バランスのとれた適切な樹木管理を行っていきます。 

また、伐採により発生した樹木は、周辺地域での利活用の可能性や需要状況を踏まえ、有

効的・効果的な利活用を図るように努めます。 

さらに、大川ダムにおいても、台風による出水や融雪出水後に発生する流木をチップ等に

加工し、引き続き河川資源として地域の方へ提供していきます。 

 

表 5.8 阿賀川・阿賀野川の望ましい姿 

治水 

・ 整備計画規模の流量を安全に流下させるよう改善 

・ 堤防等の安全性を損なう樹木群による偏流を防止 

・ 樹木群の流失による支障を防止 

環境 

・ 河原固有の動植物 

・ 特徴的な生物生息、生育環境（ハビタット） 

・ 重要種、典型性種 

・ 多様な自然環境 

阿賀川らしさ 

阿賀野川らしさ 

・ 礫河原の景観（阿賀川） 

・ 砂礫河原の景観（阿賀野川） 

・ 阿賀川、阿賀野川とその周辺の風土が形成する景観 

・ 樹木群が形成する利用環境（自然観察、木陰等） 
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堤防補修 

河川巡視等により確認された堤防変状（降雨や流水による侵食、モグラ穴やキツネ穴等に

よる損傷等）を放置した場合、洪水時に堤防損傷が拡大し堤防亀裂や陥没等、重大な被災に

つながることがあります。このため、日常的な河川巡視等を継続的に実施し変状を適切に評

価した上で変状箇所の原因等を究明し、補修を速やかに実施し、災害の発生を未然に防止し

ます。 

阿賀野川では、JR 羽越本線阿賀野川橋梁が、桁下の余裕高が足りず、径間長も不足してい

るため、治水上のボトルネックとなっています。 

現在は、CCTV カメラにより監視体制を強化するとともに、近傍の堤防上に土のう等を常

備し水防活動により対応しています。今後は開口部の縮小化や堤防拡幅等により水防活動の

軽減を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

写真 5.23 堤防の損傷 

 

 

キツネ穴 
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堤防の変化を把握するための除草 

堤防に生じた変状は、洪水時に堤防決壊の原因にな

るほか、地震時には変状がさらに拡大し、堤防亀裂や

陥没等、重大な被災につながることがあります。した

がって、堤防の機能を正常に保つためには、常に状態

を把握し、維持管理に努めなければなりません。 

堤防除草は、堤防の亀裂・法崩れ等の異常を早期に

発見することや有害な植生を除去することなど、堤防

機能の維持を主な目的として実施します。また、水防

活動の円滑化や害虫発生・繁殖の防止により周辺環境

を良好に保つといった効果があるなど、重要な維持管

理作業です。 

除草時期、頻度については、周辺の植生、背後地の

状況等を考慮し適切に実施します。また、洪水時に迅

速かつ適切に河川巡視ができるよう、車両交換場所の

整備等の河川管理用通路の維持管理を行います。 

阿賀川では、除草後に発生する刈草は、運搬しやす

い形に束ねて、河川資源として無償で地域の方々に提

供していきます。これにより、焼却処理場所への運搬

費、焼却処分費を縮減することができます。また、住

民参加による堤防除草を推進するとともに、積極的に堤防除草の機械化を図り、除草費用の

削減を行います。 

 

写真 5.24 堤防除草 
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堤防天端の舗装 

堤防天端
て ん ば

の舗装は、雨水の堤体への浸透抑制等を目的に実施しています。堤防の舗装クラ

ック等は雨水浸透を助長することから、適切に補修します。 

 

大川ダムの管理・運用 

ダムの機能を有効的かつ最大限発揮させるために、日常的な点検整備、施設の修繕を実施

するとともに、的確かつ迅速にダムの操作を行います。 

 

樋門・樋管及び排水機場等の維持管理 

樋門・樋管、排水機場等の河川管理施設について、

平常時は、定期的な点検・整備による構造、機能、強

度等の確保を図ります。洪水、高潮等の異常時には、

円滑かつ適切な施設操作を実施します。 

河川管理施設の経年劣化が進み機能の適合性に問題

が生じた場合には、診断を行い必要な補修・更新を行

います。その際には「河川用ゲート設備点検・整備･更

新検討マニュアル(案)」、「河川用ポンプ設備点検・整

備･更新検討マニュアル(案)」に基づいて、設備の根幹

的機能については稼働中の致命的な故障を未然に防止

し機能維持するための「予防保全」を行います。施設

修繕にあたっては、施設の信頼性の向上や延命化(長寿

命化)に結びつくような補修・更新を行うとともに、単

に施設を全て更新するのではなく、必要十分な部分的

修繕に止めることにより維持管理費の抑制に努めます。 

特に、胡桃山排水機場については、塩害によりポン

プ設備等の劣化が著しく、排水機能停止の恐れもあり

ます。このため予防保全型の維持管理により原機能を確保するとともに、ライフサイクルコ

ストの縮減に向け防蝕亜鉛板の定期的な交換等による、ポンプ本体の延命化(長寿命化)を図り

ます。 

また、「河川構造物の耐震性能照査指針（案）」に基づき、河川管理施設である既存の堤

防、自立式特殊堤、水門、樋門・樋管、排水機場について耐震点検を計画的に実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.25 河川管理施設の点検 

 

写真 5.26 胡桃山排水機場に 

おけるポンプ点検作業 
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1.4 河川空間の管理 

河川空間の保全と利用 

阿賀川および阿賀野川の河川空間は、地

域住民が身近に自然と触れあえる憩いの場

として利用されています。河川空間の保全

と利活用の調整については、平成元年 3 月

に策定された「阿賀野川水系河川空間管理

計画」に基づき、河川の自然環境に配慮し

た空間利用を図ります。 

河川の利活用に関するニーズの把握にあ

たっては「川の通信簿」や「河川空間利用

実態調査」の実施により、利用状況を定期

的に評価・分析し、利用を促進する取り組

みを実施します。 

河川敷地の占用
せんよう

にあたっては、その目的

と治水上、環境上及びほかの占用施設への

影響を考慮し、その占用施設が適正に管理

されるように占用者に指導します。 

また、これまでに整備された施設を適切に管理・運用するとともに、定期的な安全点検を

実施します。点検により危険箇所が明らかになった場合は必要に応じた対策を講じます。 

さらに、阿賀川および阿賀野川の良さを流域内外の多くの方に知ってもらうため、ホーム

ページでの広報活動や意見収集を通じて、利用しやすいように改善していきます。 

 

水難事故の防止 

河川は増水時には急激な水位上昇や速い流れが発

生するなど、様々な危険性を内在しています。安全

な河川敷利用・水面利用の推進にあたっては、河川

利用者一人一人が、安全利用のための留意事項、危

険を回避する手段等を認識した上で利用することが

重要となります。 

パンフレットの配布、河川空間への看板の設置、

ホームページなどにより河川利用者等への啓発活動

を行い、安全な河川利用の促進とあわせて水難事故

の防止に向け取り組んでいます。 

また、2009 年から河川愛護月間の中に水難事故防

止週間（7 月 1 日～7 日）が設置されました。この

期間中は、各地域で出前講座を集中的に開催してい

ます。 

 

 

 

写真 5.27 安全利用点検 

 

写真 5.28 水辺プラザにおける点検 

 

図 5.24 川の安全利用を啓発する 

パンフレット 
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図 5.25 ホームページにおける

湯川ゴミマップの公表 

 

 

不法占用・不法行為等の防止 

河川区域内の不法占用や不法行為は、河川利用を妨げるだけでなく、水防活動や洪水流下

の支障となるおそれがあります。そのため、河川巡視や河川情報カメラによる不法行為監視

体制を強化します。監視により発見した悪質な不法行

為については関係機関へ通報するなど、必要に応じた

不法行為防止対策を講じます。 

阿賀川および阿賀野川における不法投棄状況や、不

法投棄がもたらす河川景観・環境への影響等を掲載し

た「ゴミマップ」等の作成・公表、河川情報カメラ画

像の公開などを図り、不法投棄に対する情報提供を行

うことで、住民への不法投棄に対する意識の高揚を図

ります。 

また、阿賀野川河口部にはプレジャーボート等の不

法係留があり、洪水流の河積阻害による治水への悪影

響や河川景観への影響が懸念されていることから、関

係機関と連携し不法係留船対策を実施します。 

 

 

図 5.25 阿賀野川ゴミマップ 

  

図 5.26 船舶（廃船・沈船等）を対象とした告知看板の設置（新潟市東区津島屋地先） 
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1.5 河川情報の収集・提供 

治水・利水及び環境に関しての情報収集と

して、雨量・水位・水質の観測データをはじ

めとし、河川情報カメラ画像や河川工事・調

査・管理に関する情報等の把握を行います。

収集した情報については、報道機関に提供す

るとともに、光ファイバーなどの高速通信手

段を活用し、インターネット等を通じて、地

上デジタル放送やパソコン、携帯電話などで、

一般の方々に迅速に提供します。最近頻発す

る局所的豪雨による水害・土砂災害への対応

の強化につながります。 

これら河川情報システムが常に機能を発揮

できるように、施設の定期的な点検・整備を

行うとともに、老朽化施設の更新計画を策定し、計画的に補修や整備を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.28 インターネットによる情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.27 ライブカメラによる情報提供 

 

ライブ映像 X レイン雨量情報 
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1.6 管理の高度化 

操作を伴う河川管理施設については、操作性の向上、操作状況に関する情報収集の迅速化、

操作の省力化・確実化に向けて検討を進めます。樋門については、樋門情報管理システムに

よる操作情報の即時把握に努めます。更に、重要な施設は、光ファイバーを活用した集中管

理・カメラによる遠隔管理（監視操作）を可能にすることにより、集中する複雑な災害対応

へのバックアップ体制を確立し、管理の高度化を図ります。 

また、情報コンセントや河川情報カメラなどの河川管理設備を整備・活用する事により、

平常時には河道状況や河川利用状況の把握、災害時には現場からのリアルタイム且つダイレ

クトな情報の取得をおこない、迅速な対応に結びつける事により、河川監視の高度化を図り

ます。 

また、河川巡視や水質事故対応には河川巡視システムを活用し効率的に現地の情報を取得

する事により、的確且つ迅速な対応を図ります。 

さらに、日々の河川管理において得られる各種情報は、河川管理の履歴情報として蓄積し、

データベース化を図るなど効率的に管理します。 

 

図 5.29 河川管理施設監視システム（太田川排水機場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

管内全体監視 
流域を表す地図画面上に各施設を

プロットし、各施設をシンボルで状

態表示を行います。 

排水機場監視 
各設備の状態（運転又は故障）、

並びに計測値を表示します。 
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2. 危機管理体制の整備・強化 

2.1 洪水時の対応 

緊急時の情報提供 

円滑な水防活動や警戒避難活動を支援す

るため、インターネットや CATV により水

位情報や CCTV 画像等を提供するととも

に、関係機関と連携し、情報の伝達ルート

の拡充と伝達の迅速化に努めます。情報提

供にあたっては、情報の受け手の立場に立

って分かりやすく適切な判断に資するよう

提供します。 

また、洪水被害の未然防止及び軽減を図

るため、洪水の予測を行い、気象台と共同して迅速に洪水予報を発令するとともに、水防警

報を迅速に発令し、円滑な水防活動の支援や災害の未然防止を図ります。 

 

発電ダム管理者と連携した防災情報連絡体制の拡充 

平成 23 年 7 月に発生した新潟福島豪雨災害をふまえ、只見川及び阿賀川本川の発電用ダ

ムの放流量等のデータを、市町村が行う住民避難の判断や、防災対策の参考情報として役立

てて頂くため、発電ダム管理者と共同し、川の防災情報によりリアルタイムで提供していま

す。 

今後も、出水時等における防災情報の共有や、情報連絡体制の拡充を行うための取組を実

施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.30 川の防災情報 
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図 5.31 情報提供システム 

 

洪水時等の巡視 

洪水発生時には河川巡視のほか、水文観測施設

や CCTV 画像を活用し、堤防等の河川管理施設や

許可工作物の異常を早期に発見するとともに迅速

な水防活動が行えるよう努めます。 

 

 

 

 

表 5.9 河川巡視（洪水時）の巡視内容 

名称 巡視内容 

洪水時巡視 

流水の状況、堤防の状況把握 

河岸、護岸及び水制根固め等の状況把握 

水防活動状況、浸水状況等の把握 

樋門樋管等のゲート開閉状況の把握 

 

 

 

 

写真 5.29 出水時の巡視の状況  
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河川管理施設の操作等 

樋門・樋管等の河川管理施設の操作は、水位、流

量、雨量等を的確に把握し、操作規則等に従い適正

な操作を行います。 

また、内水被害が発生する恐れのある河川につい

ては、地元自治体と協力しながら、国土交通省が保

有する排水ポンプ車を有効活用するとともに、大規

模な内水氾濫においては、北陸地方整備局管内に配

備された排水ポンプ車を機動的に活用し、迅速かつ

円滑に内水被害を軽減するよう努めます。 

 

2.2 危機管理型ハード対策の推進 

洪水を河川内で安全に流すためのハード対策に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減

するための堤防構造の工夫や施設整備を行い、危機管理型ハード対策を推進します。堤防天

端の保護や堤防裏法尻の補強など堤防構造を工夫することにより、越水等が発生した場合で

も決壊までの時間を少しでも引き延ばす効果があります。 

 

 

図 5.32 粘り強い構造の堤防 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.30 排水ポンプ車 

堤防天端の保護 堤防裏法尻の補強 
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2.3 大規模地震、津波対応 

地震発生時には関係機関の連携のもと、迅速かつ適切な情報の収集・伝達を実施するとと

もに、河川管理施設や狭窄部区間の斜面等の迅速な点検を行い、二次災害の防止を図ります。 

 

2.4 水質事故時の対応 

水質事故による利水及び環境への被害を最小限にとどめるため、「阿賀野川水系水質汚濁対

策連絡協議会」を通じて迅速な情報伝達を行うとともに、関係機関と連携して水質事故の被

害拡大防止に努めます。 

また、水質事故防止には、地域住民の協力が不可欠であり、関係機関が連携して水質事故

防止に向けた取り組みを行います。更に、水質事故対応に必要な資機材を備蓄するとともに、

水質自動観測装置の維持管理に努めます。 

   

写真 5.31 阿賀野川水系水質

汚濁対策連絡協議会

の様子 

写真 5.32 水質事故時の対応 写真 5.33 水質事故での油除

去作業の様子 

 

 

2.5 渇水時の対応（関係水利使用者との情報連絡等） 

河川流量が減少し、渇水対策が必要となるおそれがある場合は、河川の水量・水質に関す

る情報を迅速に提供するとともに、「渇水情報連絡会」による情報交換や今後の適切な低水管

理及び円滑な水利用等の渇水調整が実施できるよう関係機関との連携に努めます。 

また、渇水に強い社会をつくるため、水を大切にする節水型社会や水資源有効活用型社会

に向けて関係機関等と一体になって取り組みます。 
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2.6 氾濫予測情報の提供と洪水ハザードマップの見直し・普及の支援 

洪水時の被害を軽減するために氾濫区域や避難経路、避難場所等について常日頃から地域

住民に周知するなど、住民の防災に対する意識を高揚させることが必要です。 

平成 17 年 5 月に改正された水防法により、市町村は洪水ハザードマップの作成・公表が

義務付けられました。阿賀川および阿賀野川では浸水想定区域図を公表しており、それをも

とに阿賀川では沿川 5 市町村、阿賀野川では沿川 3 市ですでに洪水ハザードマップを作成・

公表しています。 

今後は住民の的確な避難行動等に資するため、想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定

区域図の公表や動くハザードマップ等の情報を提供するとともに、市町村の洪水ハザードマ

ップの見直し支援や住民への普及促進の支援を積極的に行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.33 秋葉区ハザードマップ(新潟市) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.34 会津美里町洪水ハザードマップ 
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2.7 水防活動への支援強化 

防災活動拠点の整備・活用 

既設の「阿賀野川京ヶ瀬防災ステーション（阿賀野市）」「佐野目防災ステーション（湯川

村）」などを活用するとともに、復旧資機材の備蓄、出水時・震災時等の活動・復旧活動の拠

点となる防災拠点等の整備や避難路の確保のため、河川堤防と主要地方道などとの円滑なネ

ットワークの構築に向けて、関係機関と連携・調整しながら取り組みます。 

阿賀野川下流域は背後地が低平地であるため施設能力を上回る洪水が発生した場合、被害

は甚大となります。このような災害時には、浸水域より高い位置にある河川堤防は洪水時に

緊急輸送路・避難路として利用可能となり、大規模災害発生時において被害を最小限にする

ことが可能となります。 

そのため、水防資機材の備蓄を行う側帯の整備や、緊急車両が堤防上を往来するための車

両交換場所の整備など緊急復旧や水防活動等にも資する整備を実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.34 阿賀野川防災ステーション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.35 水防資材 

 

進入路 
ヘリポート 

植栽帯 

水防センター 

広場 

駐車場 
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写真 5.36 佐野目防災ステーション 

 

水防体制の維持・強化 

洪水等による災害を防止又は軽減するためには、堤防整備等の基盤整備と併せ、地域にお

ける水防活動が重要です。このため、水防資材の備蓄、水防工法の伝承・開発及び水防訓練

等を県・市町と協力して実施するとともに、重要水防箇所の周知及び合同巡視等を行うこと

で、水防体制の維持・強化を図ります。 

阿賀野川では、JR 羽越本線阿賀野川橋梁が横断する右岸堤防（18.2k 付近）については、

橋桁の位置が低く堤防高も低いため、重点監視箇所とし、水防活動の強化を行います。 

その他、水防資材の備蓄倉庫等については、各水防管理団体とともに整備の充実を図り、

定期的に水防活動に必要な備蓄資材の点検を実施し、災害発生時に耐えうる資材の確保や体

制づくりを進めます。 

 

 

写真 5.37 水防訓練の実施状況(阿賀野川) 夜間水防訓練の実施状況（日橋川） 

 

 

 

月の輪工 

 

シート張

工 

 

 

積み土のう工 

防災ステーション

道の駅

かわまちづくり

飯豊連峰
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写真 5.38 積み土のう工 写真 5.39 T 型マット工 

  

写真 5.40 シート張り工 写真 5.41 月の輪工 
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第3節 その他河川整備管理を総合的に行うために 

1. 地域と連携・協働する河川管理 

本整備計画の目標達成までには概ね 30 年の長期間を要します。そのため、整備途上段階で

の災害時にも被害が最小限となるよう、洪水ハザードマップの作成・周知、危機管理意識の

啓発など防災・減災への取り組みが重要となっています。 

また、流域の土地利用と一体となった河川整備や流域内の流出抑制対策などの水害に強い

地域づくりに向けた取り組み、さらには、阿賀野川の水質維持をはじめとした健全な水循環

系の構築に向けた取り組みなどは、河川管理者をはじめとした行政だけでの対応には限界が

あります。 

これらの課題に柔軟に対応し、取り組みを実効性のあるものとしていくためには、地方公

共団体などの行政担当部局と河川管理者の緊密な連携はもとより、地域住民の理解と協力に

基づく流域一体となった連携・協働が必要不可欠です。 

このため、積極的な情報の公開と情報の共有に努め、参加・連携の機会を確保することに

より、行政と地域との対話や相互理解を促しながら本整備計画を推進します。 

 

地域と連携した河川空間の適正な利活用 

河川区域内は、自由使用の原則のもと、釣りやスポーツ等各種利用がなされています。今

後も、河川空間の適正な利用を促進するため、河川空間の占用にあたっては、その目的等を

総合的に勘案するとともに、関係自治体等の意見を聴いた上で許可を行います。また、他者

の利用を妨げる不法占用、ゴミの不法投棄等について、沿川自治体等と連携してこれらの解

消に努めます。 

さらに、秩序ある河川利用のため、沿川地域の関係機関と協力して適正な河川利用を図り

ます。この他、河川公園等の河川利用施設について、関係自治体と連携して、その適正な利

活用を促進するため積極的な情報の提供に努めます。なお、阿賀川では、堤防除草等の維持

管理について、地域住民に委託し、発生材のリサイクルを推進します。 

 

写真 5.42 リサイクル（家畜等への利用） 
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外来種対策 

阿賀川および阿賀野川では、外来生物法で特定外来生物に指定されている動植物等が確認

されています。特定外来生物については、学識者から助言をいただいたうえで、関係行政機

関と連携を図り適切に対応します。 

外来魚への対応としては、生態系の維持保全の観点から、河川水辺の国勢調査等を通じて

外来魚の生息実態の把握に努めるとともに、流域の漁業関係者、県水産部局等と連携し、外

来魚を持ち込ませないための広報活動や対策等を必要に応じて行います。 

なお、これらの外来種対策については、関係行政機関、市民等と連携し、取り組みます。 

 

環境・防災教育の支援 

子供達が阿賀川および阿賀野川を身近に感じ、河川環境や治水の歴史、防災に関する取り

組みなどを学び、川に対する理解を深められるよう「出前講座」を実施するなど、総合的な

学習における環境・防災教育等の支援を行います。 

   

写真 5.43 出前講座による活動状況（阿賀川） 

 

 

 

河川に関する歴史・文化の伝承 

河川に関する情報を、パンフレットやインターネットホームページ等により提供するとと

もに、地域のニーズの把握に向けた住民参加の各種懇談会を開催するなど、常に双方向の情

報交換に努め、川と人々とのつながりや流域連携の促進及び支援、河川愛護意識の定着と高

揚、住民参加による河川管理を推進していきます。 

また、河川に関する水害等の情報を収集するとともに、関係機関と連携を図りながら施設

の整備もしくは既存施設などを活用して蓄積された情報の整理・発信を行い、河川に関する

歴史、文化の伝承に努めます。 
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河川愛護の啓発 

川の安全や美化に対するモラルの向上と、

川のより良い利活用を促進するため、学校教

育や自治体広報誌等を用いて河川愛護意識の

啓発及び、地域住民の参加による河川清掃等

を実施します。 

 

 

樹木伐採木の無償提供 

伐採した樹木は木炭庵にて木炭に加工し、ダム貯水池内に流れ込んできた流木は木材破砕

機によりチップに加工しています。加工した木炭および流木チップは地域住民に無償提供し、

コスト縮減を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.35 河川愛護の啓発ポスター 

写真 5.44 伐採木の無償提供 

写真 5.45 木炭加工（木炭庵） 

 

写真 5.46 流木チップ 
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2. 住民参加と地域との連携による川づくり 

阿賀野川流域においては、多くの団体が独自に河川に関わる様々な活動を展開しています。

河川をとりまくニーズの多様化を踏まえ、自主的な堤防除草など地域が積極的に河川管理に

参画する取り組みなども行われています。このような河川愛護団体など様々な分野の団体と

河川管理者とのパートナーシップを確立するとともに、団体の設立や育成についての支援を

行いながら、参加と連携による河川を基軸とした活力ある地域づくりを推進します。 

 

住民参加の河川の管理 

市民団体、河川協力団体、非営利機関(NPO)、地域住民及び市民ボランティア等の協力を

得て河川の維持管理を行っていきます。 

例えば、水生生物調査では、河川に親しむ機会を提供し、河川愛護や水質浄化に関心をも

ってもらうとともに、河川で採取した水生生物の種類によって水質の状態を調べています。 

また、川の通信簿では、河川敷の利便性や快適性などを地域の方々に評価して頂いていま

す。市民団体、河川協力団体、非営利機関(NPO)、地域住民及び市民ボランティア等と参加

のインセンティブや阿賀川および阿賀野川の特徴等を踏まえ、河川の監視（調査）、評価、改

善や維持管理作業等に協働するこれら取り組みを進めます。 

河川管理者と地域住民を繋ぎ多様な主体の自主的運営を司る人材育成の支援を図り、地域

住民等の川での社会貢献活動を支援していきます。その際、地域住民が積極的に河川管理に

参加できるよう、河川愛護モニター制度や、「ボランティア・サポート・プログラム」の推進、

住民参加型の堤防除草など、関係機関との積極的な連携を進めていきます。 
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図 5.36 川の通信簿の公表 

写真 5.47 水生生物調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5.48 湯川一斉清掃 

 

地域活動

「阿賀川・川の達人の会」
活動状況

【出典：阿賀川・川の達人の会HP】

住民参加の河川管理

ボランティアによる
美化運動

啓発 総合学習

住民 児童

啓発 総合学習

連携

市民団体

国 地域活動

「阿賀川・川の達人の会」
活動状況

【出典：阿賀川・川の達人の会HP】

住民参加の河川管理

ボランティアによる
美化運動

地域活動

「阿賀川・川の達人の会」
活動状況

【出典：阿賀川・川の達人の会HP】

住民参加の河川管理

ボランティアによる
美化運動

啓発 総合学習

住民 児童住民 児童

啓発 総合学習

連携

市民団体

国

 

図 5.37 住民参加の河川管理イメージ 
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3. 河川整備の重点的、効果的、効率的な実施 

本整備計画を重点的に進めるため、効果的かつ効率的な取り組みが必要となります。 

新技術等を活用したコスト縮減・事業の迅速化を図り効率的な事業実施を行うとともに、

計画のフォローアップを行い整備の進捗状況や社会情勢、地域の要請等に変化が生じた場合

は、必要に応じて見直しを行います。 

 

4.河川流域内の変化の的確な把握・分析 

河川及び河川流域の変化を的確に把握し、効果的かつ効率的な河川整備及び管理を行うた

め、他機関のデータも収集整理してトータルでの分析を図ります。 

 


